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☆いじめは、いじめられている人がいやな思いを

したら「いじめ」なので、相手の気持ちを考え

て行動することが大切だと思った。周りで見て

笑っている人もいじめに関わっていることが分

かった。         （１組 女子） 

 

☆いじめは、いじめる側の不満がたまっていくと 

 してしまうものだと思います。「○○ちゃん

（くん）の～が嫌だな」というような不満をどう 

すればいいかが分からなくて、その不満を「い 

じめ」という形で変えてしまうんだと思います。だから、いじめという形になる前に、「○○ 

ちゃん（くん）の～が嫌なんだけど、どうしたらいいかな？」と誰かに相談したらいいと思い 

ます。その相談された人は、ちゃんと聞いてあげて、どうすればいいのか分かるときは言って 

あげる。分からないときは、「～すればいいんじゃない？なんで嫌なのかを考えようか」とい 

うように、一緒に相談者と考えたらいいと思います。          （２組 女子） 

 

☆ この勉強を通して、やっぱりいじめってだめだなって思ったし、そういういじめを見ているだ

けの人じゃなく、止める側になれるようにがんばりたいと思います。  （２組 男子） 

 

《１年生の学習テーマ》                    

「いじめの構造」の学習 

新型コロナウイルスをめぐる差別を 

  しない人に！ 

京丹後市立大宮中学校 

令和３年７月８日 

      No.６ 

人権学習を通して考えたこと 

いじめは“いじめる人”と“いじめられる人”だ

けの問題ではなく、はやしたてたりおもしろがっ

たりする“観衆”や見て見ぬふりをしたり脅えた

りしている“傍観者”という集団の存在が問題で

あるという「いじめの構造」を学習しました。今

回は 1年生の学びの紹介です。（文章は一部編集

しています）

１年生 

https://3.bp.blogspot.com/-BTScko60ueE/XLAdppll-XI/AAAAAAABSaQ/BLwBgeXsXAcoZEZjeGL15CzMhSgrtue6gCLcBGAs/s800/video_frame_169.png


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆いじめについてよく分かりました。そして、僕はいじめなど、そんなことはしません。必ずそ

ばで支えたり寄りそったりする人が必要だと思いました。       （１組 男子） 

 

☆いじめはやっている側とやられている側だけではなく、見ている人たちも関係あるって知っ

た。もし、いじめを見つけたら、しっかり止める人になっていけるように頑張っていきたい。  

                                   （１組 男子） 

☆どんな理由があってもいじめをしてはいけないし、他人 

 をまきこんでいじめたりするのも良くないと思った。ま 

た、「観衆」側にもなってはいけないし、いじめに気づ 

いているのなら、傍観者になるのではなくて、誰か（大 

人）に言うのがいいと思った。   （１組 女子） 

 

☆新型コロナウイルス感染症の差別・偏見をなくすため 

 に、自分にできることは、自分が差別をしないこと、新 

型コロナウイルスについて詳しく知ること、温かい空気 

作りです。            （３組 男子） 

 

☆感染症に関しての理解を深め、誰でも感染者になる可能性があることを忘れない。もし、感染 

者が友達だったとしても、助け合いができるような信頼関係を築く。そして、体調が悪くても

「コロナだ」と決めつけない。                     （３組 女子） 

 

 

 

☆いじめは人の心を傷つけるから、平気で傷つける 

 言葉を言わないこと。     （1年生） 

☆生まれてきたことは、すごいことだと思った。 

 人権は誰にでもある。人権を大事にしようと思った。 

                （1年生） 

☆誰でも生きる権利があるので、大切にしようと 

 思った。           （3年生） 

「いじめの構造」のイメージ図 

問題が起こった時、自分はどの位置にいるのか 

客観的に見られるようにしよう。 

わかびな学級 


